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あらまし：授業において，学生が提出する課題を自己評価することで課題の質が向上することを期待し，

教員が課題の評価基準をルーブリックやチェックリストとして予め提示することがある．このような教

育や学習の過程において，ルーブリックやチェックリストによる自己評価を支援する自己評価システム

を開発した．また，IMS GLC の CASE 技術仕様に準拠した OpenSALT を評価基準リポジトリとして導入

し，CASE 準拠データのインポート機能を実装した．本発表では，本システムをより広範な自己評価活動

の支援に活用する応用可能性と，その一助となるコンピテンシーやルーブリック等を LMS や SIS で活用

する技術標準「Competencies & Academic Standards Exchange: CASE」への準拠について報告する． 
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1. はじめに 
教育工学辞典によると教育や学習の過程における

自己評価とは「自分の性質，あるいは自らの行為と

その成果などについて振り返り，次の思考や行為に

生かしていく一連の思考過程」とある（1）．授業にお

いては，学生が提出する課題を自己評価することに

よって課題の質が向上することを期待し，教員が課

題の評価基準をルーブリックやチェックリストとし

て予め提示することがある． 
LMSを活用した授業では，これらルーブリックや
チェックリストは，PDF や Word, Excel 等のファイ
ルや LMS の掲示機能によって提示される．この場
合，教員の期待通りに学生がルーブリックやチェッ

クリストを使い，自身の提出する課題を確認し，必

要に応じて課題を修正するかどうかは，学生に委ね

られてしまうことが起こり得る．もちろん自己評価

を厳密に実施させるためにテスト機能でルーブリッ

クやチェックリストを提示し，確認する方法やチェ

ックを入れたルーブリックやチェックリストのファ

イルを提出させる方法も可能であるが，本来ルーブ

リックやチェックリストの持つ評価基準・チェック

項目の一覧性や確認の手軽さが損なわれてしまうこ

とが危惧される．そのため，教育や学習の過程にお

ける情報システムでの自己評価では，ルーブリック

やチェックリストが本来持ち合わせている評価ツー

ルとしての評価基準・チェック項目の一覧性や確認

の手軽さを再現することが必要であると考える． 
著者らは，汎用的能力の評価に特化した情報シス

テムを LTIツールとして開発し，LMSに統合して試
用している（2）（3）．汎用的能力は，9つの評価項目か
ら成るルーブリックとそれぞれの評価項目のチェッ

クリストにて構成されている（4）．学生が自己評価す

る際には，自身の評価に基づき，表示されたルーブ

リックとチェックリストの該当箇所をクリックする．

試用した学生のアンケート結果では，Excelを使った
自己評価よりも手軽に自評価できるという評価を得

た．従って，より広範な自己評価活動に対応するた

め，汎用的能力評価システムの改修を行った． 
 
2. 自己評価システムの開発 
自己評価に利用するルーブリックやチェックリス

トを追加できるようにし，それぞれ単独でも評価で

きる機能を追加する．また，LTIの Basic Outcomesに
よって学生の自己評価の得点を LMS の成績表に記
録することで，LMSの公開条件に活用できるように
する．さらに，評価基準を共有するリポジトリを導

入する．これは，もしもルーブリックやチェックリ

スト等の評価基準を複数のシステムや組織で共有す

ることになった場合，共通の評価指標として，他シ

ステムでも活用できることを期待している．リポジ

トリには，第 3章で述べるCompetencies and Academic 
Standards Exchange(以下，CASE と表記)技術仕様に
準拠した OpenSALTを採用する（5）． 
2.1 目的 
本研究の目的は，ルーブリックやチェックリスト

を併用した汎用的能力の評価だけでなく，ルーブリ

ックやチェックリストをそれぞれ単独での利用にも

対応することで，より広範な自己評価活動の支援に

活用できるようにすることである． 
2.2 機能要件 
汎用的能力評価システムの機能追加開発の機能要

件を以下のように策定した． 
 

全体 

・ 汎用的能力以外のルーブリックまたはチェッ
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クリストを CASE に準拠した手続きによって，

外部リポジトリからインポートできること 
 

教員 

・ 汎用的能力以外のルーブリックまたはチェッ

クリストから簡単な操作で評価活動を登録で

きること 
・ LMS の成績表で LTI の Basic Outcomes による

学生の自己評価の得点を確認できること 
 
学生 

・ ルーブリックまたはチェックリストは，簡単な

操作で自己評価できること 
・ LTIの Basic Outcomesにより，LMSの成績表に

自己評価の得点が記録されること 
 

2.3 検証方法 
ルーブリックまたはチェックリストを単独で使用

した自己評価の動作を確認する．また，OpenSALTの
ルーブリックリポジトリに登録されたルーブリック

やチェックリストが自己評価システムにインポート

できることを確認する． 
 
3. CASE準拠リポジトリの導入 
複数のシステムでルーブリックやチェックリスト

等の評価基準を共有するためには，評価基準が共通

のデータフォーマットで記述され，相互に交換する

ための手続きも定められている必要がある．教育や

学習に関する情報システムの標準仕様を策定してい

る団体である IMS GLC は，これらの評価基準に関

するデータフォーマットやシステム間での相互交換

のための手続きを定めた技術仕様である CASEを策

定し，公開している． 
汎用的能力評価システムでは，ルーブリックやチ

ェックリストをデータベースに格納しているが，今

後の汎用的能力以外にも個別のルーブリックやチェ

ックリストを管理することを考慮し，CASE に準拠
した OSSのコンピテンシーフレームワーク開発・管

理ツールである OpenSALTを導入した．それに伴い，

自己評価システムには OpenSALTに登録されている

ルーブリックやチェックリストをインポートする機

能を追加した（図 1，図 2）．  
 

4. おわりに 
汎用的能力評価システムを改修し，汎用的能力以

外のルーブリックやチェックリストについても利用

できるようにすることで，より広範な自己評価活動

の支援が可能となった．また，ルーブリックやチェ

ックリストのモデル化については，DB スキーマ設

計時からCASEを参考にしていたことで，OpenSALT
によるリポジトリからのインポートも支障もなく対

応できた．動作確認による検証を終え，今後は，本

システムを活用して学生が提出する課題を対象に自

己評価することによって課題の質の向上にどの程度

寄与できるか，評価する予定である． 
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図 1 評価基準インポート機能の概要 

図 2 CASE データフォーマット（図 1 ④）の例 
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